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1. はじめに
[image: ]このレポートの書き方は電子情報学会や情報処理学会などの査読付き和文誌に準じている．通常はTeX（テフと読む）を使って数学的な論文を書くが，TeXは教えていないので，Word ファイルをメールに添付して提出すること．また通常論文は2コラムで書くが，今回は書きやすさ，読みやすさの都合上1コラムでかく．
図1．図は常に真ん中に置き，図の通し番号や説明文
（キャプションという）は図の下に付ける．

「はじめに」の前に自動的に「１．」セクションに通し番号を付けることをアウトラインと呼ぶ．アウトラインは図１の様にリストライブラリの3番目を選ぶ．この操作はセクションを作る度に行わなければ成らない．

2. 目的
目的には課題の目的をそのまま書けば良い．今回の課題ではGnuplotによる関数の出力と，c言語による関数データの出力の一致を確かめる．確かめる関数に関しては，sin(x),cos(x),tan(x), log(x), exp(x), exp(-x*x), 円，楕円などである．実際にできた関数までを提出すれば良い．今回の大きな目標は，発散する点，すなわち特異点を如何にして避けるかということである．ゆえに，特異点を避けることがうまくできれば，目標は達成したと言える．

3. 方法
方法は誰が読んでも分かる範囲であれば自由に書いて良い．今回はc言語で関数の入力と出力をファイルにデータとしてアウトプットし，そのデータをGnuplotで読み込み，同時にGnuplotによる関数との整合性を示す．


4. 結果
[image: ]結果ではGnuplotの機能である，左上のアイコンCopy plot to clipboard（プロットをクリップボードに一時的にコピー）を押し，クリップボードと言う一時保存メモリに保存する．
図2．GNUプロットの図．左上のCopy plot to clipboardアイコンを押す．

[image: ]次に，「コントロールキー」＋「v」で図3の様に貼り付けられる．
図3．「コントロールキー」＋「v」で貼り付けられたグラフ

図とキャプションは常に真ん中に揃えること．ここでは，図３の様にc言語によるデータとの整合性を出していないが，実際には重ね合わせて貼り付けること． 

5. むずび
むすびでは課題で行ったことや分かったことを完結に書く．感想やプログラムは必要無い．この「レポートの書き方」を別名で保存し，上書きしながら書き直して行けばレポートは楽に書ける．また，この書き方は卒業論文でも使えるので，自由に使って良い．
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